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尿路感染症に対す るT-2588の 臨床的検討

宮 崎 尚 文 ・引 地 功 侃 ・北 班 龍 一

順天堂大学医学部泌尿器科

32例 の尿路感染症に対 し,新 しいセフェム系経口抗生剤であるT-2588を,1日 量150 ～ 300mg

投与 し,有 効性と安全性を検討した。

急性単純性跨胱炎17例 では,著 効6例,有 効11例 で,有 効率は100%で あった。このうち UTI

薬効評価基準合致例は12例 で,有 効率は92%で あった。複雑性尿路感染症15例 では,箸 効2

例,有 効4例,や や有効4例,無 効5例 で,有 効率は40%で あった。UTI薬 効評価基準合致例

は4例 で,そ の有効率は50%で あ った。

副作用および臨床検査値異常は認めなかった。

T-2588は,富 山化学工業(株)綜 合研究所で開発さ

れた新しい経口用 エステル型 セフェム系抗生物質であ

る。その構造式は,Fig.1に 示す通りである。

今回,尿 路感染症における本剤の有効性および安全性

を検討したので報告する。

I. 対 象 と 方 法

1984年6月 から10月 までに当科および順天堂浦安病

院を受診した32例 の尿路感染症患者を対象として,本

剤を投与した。32例 中17例 が急性単純性膀胱炎と診断

された。性別は全て女性であり,年 齢は20歳 ～68歳,

平均年齢は,42.4歳 であった。複雑性尿路感染症と診断

された15例 は,男 性3例,女 性12例,年 齢は, 28

歳～86歳,平 均年齢は,61.2歳 で あった。 基礎疾患

は,神 経因性膀胱3例,尿 道狭窄,前 立腺癌,膀 胱腫

瘍,腎 結石各2例,嚢 胞腎,尿 管結石,馬 蹄腎,両 側水

腎症各1例 であった。

投与方法は,急 性単純性膀胱炎では,全 て1回50mg

1日3回 食後投与で,投 与日数は,3日 間15例 ,4日

間,6日 間各1例 であった。複雑性尿路感染症では,1

回量50mgが2例,100mgが13例 でいずれも1日3

Fig, 1 Chemical structure of T-2588

pivaloyloxymethyl (+)-(6R, 7 R)-7-[(Z)-2-(2-amino-
4-thiazoly1) -2- methoxyiminoacetamido]- 3 - [ (5-methyl 
-2 H-tetrazol-2-y1)methyl]- 8- oxo- 5- thia-1 - azabicyclo 

[4.2. 0]oct-2-ene-2-carboxylate

回食後投与で,投 与日数は3日 間2例,5日 間7例,7

日間3例,9日 間1例,13日 間2例 であった。

効果判定は,症 状,尿 所見,尿 培養を参考にして,著

効,有 効,や や有効,無 効の4段 階で主治医判定を行な

った。同時にUTI薬 効評価基準1)に従って判定 した。

副作用については,自 他覚的症状の観察および本剤投

与前後に血液一般検査,血 液生化学的検査を行なった。

II. 成 績

急性単純性膀胱炎17例 をTable 1に 示 した。

急性単純性膀胱炎17例 の主治医判定は,著 効6例,

有効11例 で有効率は100%で あった。UTI薬 効評価

基準で判定できた12例 の総合臨床効果は,Table 2に

示す通 り,症 状は12例 すぺて消失 し(100%),膿 尿 は

正常 化7例(58%),改 善2例(17%),不 変3例 (25

%),細 菌尿は陰性化8例(67%),減 少または菌交代3

例(25%),不 変1例(8%)で,著 効5例,有 効6例,

無効1例 とな り,総 合有効率は92%で あった。

急性単純性膀胱炎17例 の細菌学的効果をTable 3に

示 した。分離菌としてE.coli 14株,S.epidermidis 2

株 を認めた。除菌率は投 与 後 同定されなかった3症 例

(Case No.15, 16, 17)を 除 くとE.coliが11株 中10株

除菌され,91%で あったが,S.epidermidis 2株 は除菌

されなかった。投与後出現菌としてはS.epidernidis 3

株,E.faecalis 2株 を認めた。

複雑性尿路感染症15例 をTable 4に 示 した。

複雑性尿路感染症15例 の主治医判定は,著 効2例,

有効4例,や や有効4例,無 効5例 で有効率は40%で

あった。UTI薬 効評価基準で判定できた4例 の総合臨

床効果はTable 5に 示す通 り,膿 尿は正常化2例 (50

%),不 変2例(50%),細 菌尿は陰性化1例 (25%),減

少1例(25%),不 変2例(50%)で 著効1例,有 効1
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Table 1 Clinical summary of acute uncomplicated cystitis treated with T-2588 (PO)

* Before treatment/

After treatment



VOL.34 S-2 CHEMOTHERAPY 629

Table 2 Overall clinical efficacy of T-2588 in acute uncomplicated cystitis

Table 3 Bacteriological response to T-2588 in acute uncomplicated 

cystitis (17 cases)

* 

Regardless of bacterial count

例,不 変2例 とな り総 合 有効 率 は50%で あ った 。

複雑 性 尿路 感 染症15例 の細 菌 学 的 効果 をTable 6に

示 した。E.faecalis 4株,E.coli 4株,S.epidermidis 3

株,S.aureus 2株,P.aeruginosa 2株 が 主 な分 離 菌 で,

除 菌率 は投 与 後不 明 の2株(Case No.29)を 除 く と, 26

株 中16株 除菌 され,62%で あ った。投 与 後 出 現 菌 と

して は,投 与 前 同 定 され な か った症 例(Case No.22)

を除 くと,E.faecalis 3株, S.epidermidis 3株, P.

aeruginosa, P.maltophilia, P.cepacia各1株 の計9

株 を認 めた 。

総 症例32例 につ い て 副作 用 は 認 め られず,臨 床 検

査値 に も,本 剤 に よ る と考 え ら れ る 変 動 は な か った

(Table 7)。

III. 考 察

T-2588は,内 服後 腸 管 か ら吸 収 され,腸 管 壁 のエ ス

テラーゼによって抗菌活性を示すT-2525に 速やかに加

水分解される。T-2525は グラム陽性菌およびグラム陰

性菌に対 して幅広い抗菌スベ クトラムを有 し,特 にグラ

ム陰性桿菌に対 し強い抗菌力を示す。また各種 β-lacta-

maseに 対 し安定で従来の経ロセフェム剤耐性菌にも強

い抗菌力を示す。T-2588は,経 口投与 した場合空腹時

よりも食後の血中濃度が高 く,主 として尿中へ排泄され

る2)。

今回,我 々の臨床的検討で急性単純性膀胱炎について

は,主 治医による臨床効果において有効率100%で あっ

た。 またUTI薬 効評価基準による総合有効率は92%

であった。今回分離されたE.coliのMICは 0.05 ～ 0.2

μg/mlと 小さく,E.coli 11株 中10株(91%)の 消失を

認め,急 性単純性膀胱炎の治療には非常に効果が認めら

れた。複雑性尿路感染症15例 の主治医判定による有効
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Table 5 Overall clinical efficacy of T-2588 in complicated UTI

Table 6 Bacteriological response to T-2588 in complicated UTI (15 cases)

*Regardless of bacterial count

率は40%と やや低率であった。カテーテル留置症例で

は,本 剤が感受性を示さないE.faecalis, P.aeruginosa

が分離されてお りいずれも無効であった。複雑性尿路感

染症でのUTI薬 効評価基準による有効率は50%で あ

った。無効と判定された2例 では,い ずれもE.faecalis

が 分離されており,除 菌できなかった。

総 症例32例 について,副 作用および臨床検査値異常

は認めなかった。

以上より,本 剤は安全性が高く,急 性単純性膀胱炎に

対 して従来の経口剤に比し,低 用量で非常に効果が認め
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られ,複 雑性尿路感染症に対 しても,E. faecalis, P.ae-

ruginosaが 起炎菌 となる症例以外であ れ ば,効 果が期

待できると考えられた。
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CLINICAL EVALUATIONS OF T-2588 

IN URINARY TRACT INFECTIONS 

NAOHUMI MIYAZAKI, YOSHINAO HIKICHI and RYUICHI KITAGAWA 
Department of Urology, Juntendo University, School of Medicine

Clinical evaluations were performed on a new cephem antibiotic, T-2588, and the results were 
obtained as follow: 

1. T-2588 was administered at a daily dose of 150 mg to 17 female patients suffering from acute 
uncomplicated cystitis. These therapies resulted excellent and good in all cases (efficacy rate; MM. 

2. Fifteen patients with chronic complicated urinary tract infections were treated with a daily 
dose of 150 mg-300 mg. The clinical effects were excellent in 2 cases, good in 4 cases, fair in 4 
cases and poor in 5 cases (efficacy rate; 40%). 

3. No side effect and abnormal laboratory data were observed in any case.


